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庁
舎
整
備
基
本
計
画
の
一
部
を

再
検
討
し
ま
し
た

庁
舎【現況】

【昨年４月の庁舎整備基本計画】

【今回の庁舎整備の再検討後のイメージ図】

〈表１〉庁舎整備基本計画の主な項目の整理
  昨年４月に策定した
                 「庁舎整備基本計画」の内容

  庁舎整備に向けて
             今回再検討し、整理した内容

主要な駐車場
栄町第二庁舎の敷地
※このほかに、本庁舎敷地、　教小学校跡
地の東側に駐車場を設置

本庁舎に隣接する　教小学校跡地
※このほかに、本庁舎敷地、栄町第一庁
舎に駐車場を設置

駐車台数 現在の駐車場の駐車台数（来客用約１２６台）
とほぼ同数のスペースを想定

現在よりも多い１５０台以上の来客用駐車ス
ペースが確保できるよう検討

栄町第一庁舎の利用 市民活動の拠点などで活用 庁舎として利用

栄町第二庁舎の利用 庁舎を解体し、主要な駐車場として利用
庁舎を解体しないで、市民活動の拠点な
どで活用

庁舎の総床面積
※現状は本庁舎と栄町第一・第二・
第三庁舎を合わせ約１１，０００㎡

本庁舎旧館と新庁舎を合わせ
約１６，０００㎡
※新しく建設する庁舎の面積は１３，０００㎡
程度を想定

本庁舎旧館と新庁舎、栄町第一庁舎を
合わせ約１６，０００㎡
※新しく建設する庁舎の面積は１１，０００㎡
程度を想定

工事関連事業費
（本庁舎旧館の保存・改修
＋新庁舎の建設など）

９４億円
（内訳：本庁舎旧館の保存・改修に１９億円、
新庁舎の建設に６９億円、栄町第二庁舎の
除却・駐車場整備に６億円）

８３億円
（内訳：本庁舎旧館の保存・改修に１９億
円、新庁舎の建設に５９億円、駐車場整備
に５億円）

新庁舎の高さなど
３０ｍ以下（５～６階）を想定します。周辺景観との調和と連続性を確保し、天守閣や飯盛山
からの眺望に考慮します。歩行者や車両動線を考慮しながら、周辺道路の整備も検討しま
す

現在分散している主な窓口 引っ越しや結婚、出生、年金、税などの手続きをする窓口や福祉サービスに関連する窓口は、
新庁舎の低層階に集約します

栄町第三庁舎
→返却

會津稽古堂
謹

謹

栄町第二庁舎
→市民活動の拠点など
庁舎以外の用途で使用

駐車場
→　教小学校跡地を主要
な駐車場として想定

謹

栄町第一庁舎
→庁舎として利用

本庁舎旧館は、部分保存し、
庁舎として活用します
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庁
舎
整
備
の
事
業
費
と
駐
車
場

の
配
置
を
再
検
討
し
ま
し
た
　
　
　

　
昨
年
４
月
に
庁
舎
整
備
の
基
本
的

な
事
項
を
ま
と
め
た「
庁
舎
整
備
基
本

計
画（
以
下
、
基
本
計
画
）」を
策
定
し
、

昨
年
６
月
号
の
市
政
だ
よ
り
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
会
や「
市

民
と
の
意
見
交
換
会
」
で
は
、
財
政
へ

の
影
響
を
抑
え
る
た
め
に
、
庁
舎
整
備

に
か
か
る
費
用
を
縮
小
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
い
う
意
見
や
駐
車
場
か
ら
の

移
動
の
安
全
性
と
利
便
性
を
求
め
る
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま

え
、
市
で
は
、
基
本
計
画
の
事
業
費
と

駐
車
場
の
内
容
を
中
心
に
再
検
討
し
、

庁
舎
整
備
に
向
け
た
方
向
性
を
整
理
し

ま
し
た〈
表
１
参
照
〉。

再
検
討
し
た
内
容
で
事
業
費
総
額
と
市

の
実
質
的
な
負
担
額
を
想
定
し
ま
し
た

　〈
表
１
〉
の「
庁
舎
整
備
に
向
け
て
今

回
再
検
討
し
、
整
理
し
た
内
容
」
で
市

の
実
質
的
な
負
担
額
を
試
算
す
る
と

〈
表
２
参
照
〉、
積
み
立
て
を
行
っ
て
き

た「
庁
舎
整
備
基
金
」約
42
億
円
や
、
国

か
ら
市
へ
の
交
付
税
措
置
の
あ
る
合
併

特
例
債
な
ど
の
市
債
を
財
源
と
す
る
こ

と
で
、
工
事
関
連
費
83
億
円
に
対
し
、

市
の
実
質
的
な
負
担
額
は
ゼ
ロ
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
工
事
関
連
費
以
外
と
し

て
防
災
や
情
報
関
連
設
備
、
各
種
調
査

な
ど
に
か
か
る「
そ
の
他
の
費
用
」を
20

億
円
程
度
と
想
定
し
ま
し
た
。
工
事
関

連
費
の
83
億
円
と
合
わ
せ
る
と
、
総
額

１
０
３
億
円
に
な
り
ま
す
が
、
市
の
実

質
的
な
負
担
額
を
試
算
す
る
と
、
約
16

億
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

今
後
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
度
ま
で
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
沿
っ
て
事
業
計
画
を
進
め
て
い

き
ま
す〈
左
上
の
記
事
参
照
〉。
設
計
で

は
、
新
庁
舎
だ
け
で
な
く
、
本
庁
舎
旧

館
の
保
存
と
改
修
に
向
け
た
工
法
や
駐

車
ス
ペ
ー
ス
の
配
置
と
と
も
に
、
窓
口

や
各
所
属
の
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
も
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
工
事
の
発
注

方
法
は
、
本
庁
舎
旧
館
の
保
存
・
改
修

工
事
が
全
体
の
整
備
に
大
き
く
関
わ
る

た
め
、
設
計
段
階
で
施
工
予
定
者
を
選

定
し
、
設
計
に
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行

う
方
式
で
進
め
る
予
定
で
す
。
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各庁舎の建物・敷地の現況と活用方策
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〈表２〉庁舎整備費の内訳と市の負担額
庁舎整備費の内訳 実質的な市の負担額

工事関連費合計（A） ８３億円
庁舎整備基金や市債に対する国
からの交付税などで実質的な負
担額はゼロ

内
訳

本庁舎旧館の保
存・改修など

１９億円

新庁舎の建設 ５９億円

駐車場など ５億円

その他の費用（B） ２０億円 庁舎整備基金などを充当し、負
担額を低減

全体事業費
（A）＋（B） １０３億円 全体事業費の実質的な負担は約

１６億円

今後の事業スケジュール

令和２年度～
設計

令和４年度～
仮庁舎への引っ越しや新庁舎

建設工事、本庁舎旧館改修工

事など

令和７年度
新しい庁舎への引っ越し・新

しい庁舎の開所

今後も検討内容などを随時お知らせします。右のＱＲコードから
市のホームページにアクセスしてご覧ください

會津稽古堂

栄町第三庁舎栄町第三庁舎
（１階のみ）（１階のみ）

栄町第二庁舎栄町第二庁舎

本庁舎旧館本庁舎旧館

本庁舎旧館本庁舎旧館

本庁舎旧館本庁舎旧館

新庁舎新庁舎

新庁舎新庁舎

本庁舎新館本庁舎新館

鶴城小鶴城小

鶴城小鶴城小

栄町第一庁舎栄町第一庁舎

＊合併特例債とは、平成の大合併による新市建設計画の事業費として特例的に活用できる地方債のこと。事業費の９５％まで充当可能
で、国が返済の７０％までを負担する

凡例
　
　
　

市
庁
舎
と
し
て
利
用

　
　
　

市
庁
舎
以
外
の
用
途
へ
転
用

　
　
　

駐
車
場

栄町第一庁舎
→市民活動
の拠点など

栄町第二庁舎
→駐車場

栄町第三庁舎
→返却

本庁舎旧館
→部分保存し活用
本庁舎新館
→除去し、新庁舎
建設

會津稽古堂

本庁舎旧館
→部分保存し活用
新庁舎
→主に市民の皆さ
んが利用する窓口
機能を集約


